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論　　文　　の　　要　　旨
　1958年ホモロヂー群の完全列の研究との関連において，申山正氏は無限に長い両側A一加群の完
全例O→A→A⑭A→A⑧A⑭A→一・・が存在する場合，多元環AはQF環に限るという予想をお
こなった。太刀川は1973年上記AがR．M．Thra11の意味でQF－3環になることを証明し，更に二
つの新しい予想を提出して，その解決が中山の予想を解くために必要であることを示した。
　「AをQF多元環，Xを直既約A一加群とするとき，Ext㌦（X，X）＝O，n二1，2，…，ならばX
は射影加群になるであろう」がその第2予想である。
　本論文の第1章では特に△が対称多元環であって，Ext2㌦（X，X）＝O，n＝1，2，…，且つXが非
射影直既約加群の場合，Xの属する安定Aus1ander－Reitenグラフの連緒成分CはZA・・に同型にな
ること，またXは準単純正則になることを証明している。Cは直既約加群を点，既約写像を矢とす
る有向グラフを意味する。従ってCが平面上の格子点全集合（辺をも含めた）の2等分（一本の対角
線で二分した一方）に同型であるということは直既約加群の規則正しい列の存在を示すもので非常
に興味ある重要な結果といえる。
　著者は第4章でA＝A　l×D（A）或いは（rad　A）3竺Oの場合（但しAは遺伝多元環）に対し，上述
のXに対し自然数㎜が存在してExt2m’1（X，X）〆■Oを証明して太刀川の第2予想の正しいことを導
いている。
　第2章においては第3章の証明に必要な傾斜加群の理論及び傾斜加群が導く振理論が分裂的にな
るための条件を与えている。
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　第3章においては遺伝多元環A上の直既約加群Xに対し次の二つの定理を導いている，但しnは
単純A一加群の個数，τはAus1aηder－ReiteΩ腕ns1ati㎝を意味する：
　（i）Xが正則，且つExt1A（X，X）＝OならばXの準組成列の長さ≦n－2。
　（ii）Xが準単純のとき，1≦m≦n一ユなる自然数mが存在しHo㎜（X，τm　X）／o。
（ii）における㎜が実は第4章における㎜に等しいのである。
審　　査　　の　　要　　旨
　申山の予想はホモロヂー代数で古くから知られている問題「finitistic　g1．Proj．di㎜は有限か？」
と密接に関連する重要な予想である。完全な解決は未だなされていないが最近解決に向かってのい
くつかの発展が見られる。それは本論文およびR．Schu1・の論文，すなわち或る種の対称多元環状
の自已準同型多元環に対する肯定的解決である。
　太刀川の予想を部分的に解くことによって証明が達成されるのであるが，登場する多元環A（本
論文の場合は遺伝多元環の自明拡大環，Sc㎞1。の場合は群環）いずれも無限表現型，加群は周期的
射影分解（reso1耐ion）をもたないものに限るため非常に難解である。しかし，難解であるにも拘わ
らず本論文で得られた諸定理は大変調和に富んだものといえる。Ext2nA（X，X）＝O，n＝1，2，…，
をみたす非射影加群の属する安定AR一グラフの連結成分がZA・。に同型になるという結果は一っ
の例でもある。
　また，ExtユA（X，X）＝Oなる遺伝多元環A上の正則加群Xの準組成列の長さの上限を与える結果
はAがwi1dな表現型の場合にも成立し，非常に興味あるものといえる。なお，この証明にB㎝一
gartz，Happel－Ri㎎e1により展開された傾射加群の振理論が利用されていることは彼の力量および独
創性を十分うかがわせるものと言える。
　以上の結果はホモロヂー代数及び多元環の表現論に寄与するところ大きく，将来のこの分野への
研究に多くの示唆をあたえるものと思える。
　よって，著者は理学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものとみとめる。
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